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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャフトと、磁性粒子を含むプラスチックから成るディスクとから形成されており、該
ディスクは、支持ハブ上に配置されており、該支持ハブは、シャフトに押し付けられてい
る、電動モータ用のマグネットホイールであって、
　前記支持ハブ（４）は、スリットが設けられたリングとして構成されており、
　該リングの周りに、前記ディスク（３）が形成されており、
　前記支持ハブ（４）は、該支持ハブ（４）の半径方向外側に、前記支持ハブ（４）と前
記ディスクとを結合するノッチ（６）を備え、
　前記ノッチ（６）の終端部は、前記スリット（５）から左右に、少なくとも９０°離れ
て配置されている、ことを特徴とする、電動モータ用のマグネットホイール。
【請求項２】
　前記ノッチ（６）は、少なくとも１つのローレット目（７）として構成されている、請
求項１記載のマグネットホイール。
【請求項３】
　前記ノッチ（６）は、前記スリット（５）とは反対側に配置された、前記支持ハブ（４
）に設けられた単一の切欠（８）である、請求項１記載のマグネットホイール。
【請求項４】
　前記ノッチ（６）は、前記スリット（５）に対して対称的に配置された、前記支持ハブ
（４）に設けられた２つから４つの切欠（８）である、請求項１記載のマグネットホイー
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ル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャフトと、磁性粒子を含むプラスチックから成るディスクとから形成され
ており、ディスクは、支持ハブ上に配置されており、支持ハブは、シャフトに押し付けら
れている、電動モータ用のマグネットホイールに関する。
【０００２】
　この種のマグネットホイールは、ポジションセンサの構成要素としてブラシレス直流モ
ータに使用され、従って公知である。マグネットホイールのディスクは、鉄粒子を含むプ
ラスチックの射出成形により支持ハブ上に形成される。支持ハブは、鋼又は黄銅のような
適切な材料から成る閉じたリングである。続いて、一体的に射出成形されたディスクを備
える支持ハブは、シャフト上に被せ嵌められる。このような態様における欠点は、支持ハ
ブを被せ嵌める際のシャフトの製造技術的な製造誤差に基づいて時折支持ハブに極めて大
きな荷重が生じ、この荷重がマグネットホイールの耐用期間を短縮することにある。特に
ひどい場合、マグネットホイールが故障に瀕し、ポジションセンサの機能エラーを招く恐
れがある。
【０００３】
　従って本発明の課題は、製造に起因して生じる負荷により個々の構成要素の故障がもた
らされることのないマグネットホイールを提供することである。
【０００４】
　この課題は、支持ハブが、スリットが設けられたリングとして構成されており、リング
の周りに、ディスクが射出成形により一体的に成形されていることにより解決される。
【０００５】
　スリットが設けられた支持ハブの態様は、シャフトの製造誤差に対して極めて良好な反
応を可能にする。これにより、支持ハブは、ある種のばねとしてシャフトを包囲し、これ
により、支持ハブは、より大きなシャフト直径の場合に拡開することができる。このよう
にして、支持ハブにおける荷重が大幅に低減され、これにより、マグネットホイールの耐
用期間が延長される。プラスチックのより大きな耐久性に基づいて、支持ハブの拡開は、
ディスクにおける荷重の増加にほとんど影響しない。別の利点は、スリットが設けられた
支持ハブに基づいて、シャフト直径及びハブ孔におけるより大きな製造誤差も許容され、
これにより製造が簡単になることにある。
【０００６】
　製造は、支持ハブのリングが帯材からロール加工されている場合、極めて経済的に行わ
れる。
【０００７】
　支持ハブのリングは、別の態様では、従来のように、スリットが形成された旋削部材（
切削加工で形成された構成要素）又は打抜部材（打ち抜き加工で形成された構成要素）で
あってよい。この態様は、特に、リングがインサート成形前に更に加工される場合に好適
である。
【０００８】
　支持ハブの拡開の結果、ディスクと支持ハブとの相対運動が生じることがある。この場
合、支持ハブが半径方向外側にノッチを備え、この支持ハブとディスクとを、確実な回転
モーメント伝達のために、相互に結合することが好適であると判った。
【０００９】
　支持ハブとディスクとの確実な結合は、その際に支持ハブの拡開を阻止することなく、
ノッチが所定の域に配置されており、その域の終端部がスリットから少なくとも９０°離
れて配置されている場合、所定のノッチにより達成される。従って、スリットのそれぞれ
少なくとも９０°左右にノッチは配置されていない。この域で、拡開時にディスクと支持
ハブとの間の相対運動が生じ得る。これにより、荷重が最小限に減らされる。
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【００１０】
　支持ハブとディスクとの密接な結合は、少なくとも１つの押込部の構成をした、好適に
はローレット目の構成をしたノッチにより達成される。
【００１１】
　ノッチは、別の態様では、ノッチがスリットとは反対側に配置された、支持ハブに設け
られた単一の切欠である場合、特に簡単に製作可能である。単一の切欠は、伝達すべき僅
かな回転モーメントに基づいて、大抵は十分である。更に好適には、プラスチックと支持
ハブとの相対運動を可能にする、支持ハブの広い域が存在する。
【００１２】
　より大きなモーメント伝達のために、スリットに対して対称的に配置された、２つから
４つの切欠を支持ハブに配置してもよい。
【００１３】
　１つの態様につき、本発明を詳説する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】マグネットホイールを半分に切った断面図である。
【図２】支持ハブの別の態様を示す図である。
【図３】支持ハブの別の態様を示す図である。
【００１５】
　マグネットホイール１は、電子整流電動モータのシャフトであってよいシャフト２と、
フェライトが結合されたプラスチックから成るディスク３とから形成されている。このプ
ラスチックは、射出成形により、支持ハブ４上に一体的に成形される。支持ハブは、スリ
ット５を備える。スリット５は、視認性を良好にするために切断平面上に配置されている
。スリット５とは反対側に、ひいては１８０°の間隔を置いて、支持ハブ４は、半径方向
外側に、切欠８の構成をしたノッチ６を備える。フェライト結合プラスチックの射出成形
に際して、フェライト結合プラスチックは、ノッチ６を充填し、これにより支持ハブ４と
の密接した結合を形成する。ディスク３を備える支持ハブ４をシャフト２上に被せ嵌める
際に、支持ハブ４は拡開することができ、その際、スリット５の左右の域で、支持ハブ４
とディスク３との間の相対運動を生じさせることができる。
【００１６】
　図２以下の図面では、支持ハブ４は、ディスク及びシャフトを省いて図示されている。
図２には、２つのローレット目７の構成をしたノッチ６を備える支持ハブ４が示されてい
る。ローレット目７は、スリット５に対して反対側で対称的に、６０°の角度にわたって
延在している域に配置されている。ローレット目７は、それぞれ２０°の範囲にわたって
延在していて、相互に２０°の間隔を有する。従って、ローレット目７は、スリット５に
対して１５０°の間隔を有する。図３の支持ハブ４は、スリット５に対して対称的に配置
された３つの切欠８の構成をしたノッチ６を備える。切欠８は、相互に３０°の間隔を有
する。
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